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圓
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性
側
索
硬
化
症
）
患
者
ら

の
交
流
会
が
型
日
、
佐
賀

市
の
佐
賀
県
訳
北
館
で
あ

り
、
病
気
に
つ
い
て
の
相

談
や
、
精
神
的
な
克
服
方

法
を
語
り
合
っ
た
。
県
Ａ

Ｌ
Ｓ
患
者
・
家
族
会
（
山

本
千
恵
子
会
長
、
６
人
）

は
同
日
、
日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協

会
佐
賀
支
部
へ
の
移
行
を

目
指
し
、
準
備
委
員
会
を

立
ち
上
げ
た
。
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團
や
燕

に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
国

一

看
護
師
活
躍
の
時
代
に

電
罐
罐
矢
崎
総
長
が
講
演

経
験
語
り
、
ア
ド
バ
イ
ス

Ｉ
謬
融
書
等
医
師
、
教
諭
ら
と
交
流

会
に
は
患
者
や
家
族
の

ほ
か
、
医
師
や
教
諭
な
ど

支
援
側
を
含
め
謁
人
が
参

加
。
日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
の

橋
本
操
前
会
長
（
帥
）
を
囲

ん
で
交
流
し
た
。

橋
本
前
会
長
と
娘
の
佳

代
子
さ
ん
（
詔
）
は
「
未
婚

の
子
ど
も
は
介
護
に
タ
ッ

チ
し
な
い
ほ
う
が
、
家
族

関
係
が
保
て
る
。
親
か
ら

す
れ
ば
、
子
が
結
婚
で
き

な
い
の
で
は
と
思
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
」
と
、

際
医
療
福
祉
大
学
の
特
別

講
演
会
（
佐
賀
新
聞
社
共

催
）
が
瓢
日
、
佐
賀
市
の

チーム医療の役割に
ついて講演する国際
医療福祉大学の矢崎
義雄総長＝佐賀市の
佐賀新聞社
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家
族
関
係
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
。

あ
る
患
者
は
気
管
切
開

に
至
る
前
に
、
自
分
の
声

を
録
音
す
る
こ
と
を
助

言
。
パ
ソ
コ
ン
で
自
分
の

一
毎
崔
組
み
合
わ
せ
て
文
章

に
す
る
方
法
を
実
演
し

た
。
ま
た
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
講

座
」
も
あ
り
、
看
護
師
や

作
業
療
法
士
ら
妬
人
が
、

意
思
伝
達
装
置
な
ど
の
操

佐
賀
新
聞
社
で
あ
っ
た
。

同
大
の
矢
崎
義
雄
総
長
が

超
高
齢
化
社
会
に
お
け
る

チ
ー
ム
医
療
の
役
割
に
つ

い
て
講
演
、
福
祉
の
専
門

職
窪
目
指
す
学
生
や
保
護

者
ら
約
１
０
０
人
が
聞
き

入
っ
た
。

矢
崎
氏
は
、
日
本
で
は

法
律
上
、
医
師
で
な
け
れ

ば
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

「
医
行
為
」
が
多
く
あ
る

が
、
看
護
師
な
ど
の
役
割

を
広
げ
チ
ー
ム
医
療
を
推

進
す
る
こ
と
で
医
療
の
質

が
向
上
す
る
と
説
明
。
「
こ

れ
か
ら
は
看
護
師
な
ど
が

医
療
現
場
で
さ
ら
に
活
躍

す
る
時
代
に
な
っ
て
い
く

の
で
は
」
と
述
べ
た
。

病
気
を
治
す
た
め
の
医

療
（
急
性
期
医
療
）
も
、

支
え
る
医
療
（
高
齢
者
医

療
）
も
す
べ
て
が
病
院
で

完
結
し
て
い
る
状
態
に
問

題
が
あ
る
と
指
摘
し
、
「
地

域
で
介
護
を
す
る
包
括
ケ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
の

應
崔
学
び
、
パ
ソ
コ
ン
な

ど
を
動
か
す
患
者
用
の
オ

’
命
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鰯ミ
、

確
立
が
必
要
。
そ
の
た
め

に
は
、
さ
ら
に
多
く
の
医

師
、
看
護
師
、
介
護
士
が

必
要
と
な
る
」
と
医
療
、

福
祉
職
の
ニ
ー
ズ
が
さ
ら

交
通
安
全

園
児
ら
Ｐ
Ｒ

県
民
運
動
ス
タ
ー
ト

閏
建
譲

民
連
動
が
幻
日
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
県
内
各
署
管
内
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病気と向き合う方法などを語り合うALS害者や家
族ら＝佐賀市の佐賀県駅ゴヒ館
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で
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

た
。
佐
賀
市
の
イ
オ
ン
モ

ー
ル
佐
賀
大
和
で
は
千
布

幼
稚
園
の
園
児
や
市
交
通

安
全
指
導
員
、
長
嶋
良
県

醤
本
部
長
ら
約
帥
人
が
集

ま
ｕ
、
チ
ラ
シ
な
ど
を
配

っ
て
交
通
安
全
を
呼
び
掛

に
高
ま
る
見
通
し
を
示
し

た
。
講
演
後
は
会
場
で
進
学

相
談
会
も
あ
っ
た
。

（
熊
謙
次
朗
）
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リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
手
渡
し
認
知
症
へ
の
理
解
を

呼
び
掛
け
る
森
代
表
Ⅱ
佐
潭
市
の
ゆ
め
タ
ウ
ン

佐
賀 4羽
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《
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心

引

け
た
。
会
場
で
は
市
職
員
が
公

開
交
通
安
全
教
室
を
行
っ

た
。
園
児
や
来
場
者
に
向

け
、
紙
芝
居
や
腹
話
術
を

ル
.
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認知症へ理解呼び掛け
家族の会ら世界アルツハイマーデーで

使
い
な
が
｜
』

を
渡
る
と
一

ど
を
分
か
剛

し
た
。
そ
（

関
係
者
が
睾

物
客
ら
に
．

布
。
「
交
霊

し
ま
す
」
ン

が
ら
、
安
全

千
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幼
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